
 第
十
六
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り 

 

開
催
は
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
三
日
（
土
）
・
十
四
日

（
日
）
の
二
日
間
。
テ
ー
マ
は
「
ひ
び
け
・
輝
け
・
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
・
・
・
」
。 

公
民
館
の
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
日
頃
の
学
習
成
果
を
発

表
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
や
地

域
の
方
々
と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発

表
・
展
示
の
他
に
も
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
料
理
バ
ザ
ー
・
餅

つ
き
・
山
野
草
即
売
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。 

◎
平
城
東
公
民
館
主
催
講
座 

す
く
す
く
広
場 

（健
康
編
） 

と 

き 

平
成
二
十
二
年 

十
一
月
十
九
日
（
金
）

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

一
階 

和
室 

内 

容 

事
故
か
ら
の
危
険
回
避
や
怪
我
の
救
急
法
。 

（
交
流
編
） 

と 

き 

平
成
二
十
二
年 

十
二
月 

三
日
（
金
） 

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

一
階 

和
室 

内 

容 

「
育
児
サ
ー
ク
ル
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
を 

テ
ー
マ
に
交
流
会
。 

対 
象 
〇
～
四
歳
児
と
保
護
者 

※
と
も
に
午
後
一
時
～
三
時
ま
で
和
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
昼
食
ス
ペ
ー
ス
、
お
も
ち
ゃ
・
絵
本
有
。 

（詳
細
は
『奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
今
年
の
奈
良
は
平
城
遷
都
千
三
百
年
祭
で
大
盛
況
、

人
々
の
心
は
、
遠
く
遷
都
の
主
『
神
武
天
皇
』『
元
明
天

皇
』
、
ま
た
多
く
の
歌
人
達
の
文
化
・
歴
史
に
接
し
、
か

つ
て
の
ロ
マ
ン
を
想
い
楽
し
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
。

▼
奈
良
は
日
本
の
ま
ほ
ろ
ば
文
化
発
祥
の
地
こ
の
由
緒

あ
る
平
城
地
域
に
住
ま
い
し
、
平
城
東
公
民
館
で
活
動

の
出
来
る
こ
と
を
誇
り
と
し
自
活
協
各
グ
ル
ー
プ
は

日
々
研
鑽
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
▼
自
活
協
は
今
年
結

成
十
六
年
目
、
公
民
館
に
集
う
活
動
グ
ル
ー
プ
も
連
日

満
杯
の
状
況
、
本
来
の
地
域
文
化
の
場
と
し
て
慣
れ
親

し
み
、
グ
ル
ー
プ
で
は
全
国
大
会
出
場
等
大
き
く
羽
ば

た
き
、
ま
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
、
確
実
に
一
歩
一
歩
進
み
、
閉
塞
し
た
地 

域
社
会
に
ま
た
殺
伐
と
し
た
現
代
、
高
齢 

化
社
会
に
一
石
を
投
じ
て
い
る
と
思
い
ま 

す
。
▼
今
年
も
秋
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
、
第 

十
六
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り
も
目
前
と 

な
り
、
自
活
協
の
幹
事
・
役
員
も
一
段
と 

力
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。『
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
・
・
・
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

取
り
組
み
平
城
東
公
民
館
・
朱
雀
地
区
ふ
れ
あ
い
会
館

と
共
に
、
地
域
の
皆
様
に
慣
れ
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
が
一
年
間
研
鑽
さ
れ
た
作
品

展
示
の
ほ
か
、
学
習
発
表
と
共
に
素
晴
ら
し
い
お
ま
つ

り
と
な
る
で
し
ょ
う
。
自
活
協
を
こ
こ
ま
で
紡
ぎ
つ
な

い
で
き
た
会
員
各
位
の
努
力
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
先

輩
・
諸
先
生
ま
た
地
域
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

▼
自
活
協
は
グ
ル
ー
プ
会
員
の
皆
様
の
要
望
に
応
え
、

地
域
の
皆
様
の
希
望
に
応
え
る
べ
き
今
後
も
努
力
し
、

ま
た
地
域
文
化
を
守
り
育
み
発
信
し
て
参
り
ま
す
。 

▼
今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 
 
 
 

（
自
活
協
会
長 

田
部 

拓
生
） 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
朱
雀
保
育
園
の

園
児
達
が
お
神
輿
を
担

い
で
登
場
し
ま
す
。 

記
念
講
演
で
は
「
生

き
る
こ
と
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
う
だ
し
げ
き 

氏

（
河
瀬
直
美
監
督
「
殯
の

森
」
出
演
）
に
講
演
頂
き

ま
す
。 

ま
た
、
第
二
会
場
の

朱
雀
ふ
れ
あ
い
会
館
で

も
各
種
発
表
・
展
示
が

あ
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
（
詳
細
は

内
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
） 

平城山

～
「館
外
交
流
会
」
を
終
え
て
～ 

去
る
六
月
七
日
（
月
）
、
平
城
東
公
民
館
自
主
活

動
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
主
催
、
館
外
交
流
会
が

参
加
者
六
十
二
名
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
和
歌
山
マ

リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
・
和
歌
山
城
を
散
策
し
ま
し
た
。 

※
「
平
城
東
公
民
館
だ
よ
り 

ひ
び
き
」
は
（
約
七
千
部
）
は
自
治
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
朱
雀
・
左
京
・
佐
保
台
の
各
地
域
に
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

平成２２年１１月１日 発行 「平城東公民館だより ひびき」第３３号 

自
活
協
新
規
加
入 

新
創
道 

空
手
の
要
素
を
活
か
し
た
護
身
術
を
研
究
実
践
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
身
を
守
り
、
自
分
に
挑
戦
、
ま
た

美
容
の
た
め
等
々
動
機
は
何
で
も
ア
リ
で
す
！
代
表

者
は
四
十
八
歳
。
老
若
男
女
い
つ
ま
で
も
出
来
る
護
身

術
を
体
得
し
ま
せ
ん
か
。 



舞台発表（2日目）午後 1時半～

① 平城東詩吟クラブ 

 with ガールスカウト奈良県第 50 団

② フォークダンスすずらん 

③ 新創道（護身術） 

④ ならやまハーモニカクラブ 

体験コーナー 午前 10 時～正午

囲碁対局（平城東囲碁クラブ）
はがき絵（はがき絵の会） 

【第二会場】 

朱雀地域ふれあい会館 

発 表 
13 日（土）午後１時～ 
大正琴教室 
ふれあいコーラス教室 
詩吟教室（平城遷都 1300 年祭吟詠） 
あかね会（詩吟） 
カラオケ教室 

14 日（土）午後１時～ 
朱雀オカリナ 

展 示 
木目込み人形教室 

フラワーアレンジメント教室 

活け花教室 

銀粘土教室 

かな書道教室 

子ども俳句教室 

グラウンドゴルフ教室 

山野草教室 

バザー 
（自活協）きのこご飯、白玉ぜんざい、

産地直送のミカン・りんご、竹輪 

（万青）みたらしだんご 

自活協料理バザー 
「喫茶ひびき」  

13 日 午前 10 時半～ 午後 4時 

14 日 午前 10 時 ～ 午後 3時 

～メニュー～ 

カレー、おでん、 

かやくご飯、マドレーヌ、 

ごまスティック、コーヒー、紅茶
 

屋外体験  

13 日 午前 10 時半～ 、14 日 午前 10 時～ 

山野草苔玉・鉢づくり・即売会 
（平城東山野草愛好会） 

豚汁・焼そば・辛味みそ等即売会 
    （アグリロードうたひめ） 

餅つき（男の料理クラブ） 

ロープワーク等 
  （ガールスカウト奈良県第５０団） 

 

～プレイベント～ 

グラウンドゴルフ交歓会 

受付：午前９時～ 

（開始：午前９時半～） 

会場：平城第２グラウンド 

（朱雀二丁目） 

参加自由 

指導：ならやまグラウンドゴルフクラブ



ひ
び
け
・輝
け
・地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
・・
・ 

オープニングセレモニー 午前 10 時～ 

朱雀保育園の園児達によるお神輿 

 

記念講演 午前 10 時半～ 

テーマ：「 生きることについて 」 

講 師：うだ しげき 氏 

 

作品展示 （両日） 

えのぐ箱（絵画） 
東彩会（絵画） 

楽しい水彩画クラブ（水彩画） 

はがき絵の会（はがき絵） 
フランス刺繍薔薇の会（刺繍） 

平城東山野草愛好会（山野草） 

書道クラブ木洋会（書道） 
書洋会（書道） 

さつき会（書道） 

ガールスカウト奈良県第 50団（活動報告） 

 

舞台発表（１日目） 

午後 1 時 45 分～ 

① 太極拳健美会 

② 奈 na 涼 su 風 ka（女声コーラス） 

③ 津軽三味線うたしの会 

④ コール朱雀（女声コーラス） 

 

略歴：うだ しげき 

1946（昭和 21）年、大阪生まれ。2007 年カンヌ映画祭でグランプリを受賞し

た河瀬直美監督の『殯の森』に主演した。『殯の森』の後は、河瀬直美監督最新

作『狛』、NHK 奈良放送局製作の『万葉ラブストーリー春編』に出演。なら国

際映画祭「NARAtive」の『光男の栗』では桃井かおりと共演した。現在は奈良

旧市街で「ならまち文庫・古書喫茶ちちろ」を開業しながら、地域の文化活動

にいそしんでいる。 



 

地
域
に
ひ
び
け
♪ 

朱
雀
地
域 

夏
祭
り
が
八
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
の
二

日
間
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
少
子
化
と
い
わ
れ

て
い
る
時
代
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
子
ど
も
達
が
ど

こ
に
い
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
ほ
ど
た
く
さ
ん
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
は
夏
休
み
の
思
い

出
と
し
て
残
り
将
来
大
人
に
な
っ
て
も
あ
の
時
の

夏
祭
り
は
楽
し
か
っ
た
ね
ま
た
参
加
し
よ
う
と
い

う
祭
り
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

左
京
地
域 

「
左
京
の
森
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
閉
園
に
な
っ
て
い
た
「
野
鳥
の
森
」
が
整
備
さ
れ

八
月
一
日
か
ら
公
園
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
左
京
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
が
発
足

し
公
園
を
管
理
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
暑
さ
ゆ
え

ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
い
う
ち
に
花

で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
開

園
時
間
九
時
～
十
七
時
ま
で
。
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
見

て
下
さ
い
。 

 

佐
保
台
地
域 

九
月
十
八
日
、
当
地
区
に
も
社
会
福
祉
協
議

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
奈
良
市
で
は
四
十
四
番
目

の
結
成
。
明
治
初
期
、
国
内
旅
行
し
た
英
国
人
女

性
の
旅
行
記
に
礼
儀
正
し
く
、
老
人
子
ど
も
が
大

切
に
さ
れ
て
い
る
国
は
見
た
こ
と
が
な
い
と
の
記

述
が
あ
る
と
い
う
。
最
近
の
報
道
記
事
を
見
る

と
、
同
じ
日
本
人
が
こ
ん
な
に
短
期
間
に
変
わ
る

も
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奈
良
県
第
五
十
団 

今
年
、
日
本
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
活
動
は
世

界
組
織
の
中
で
九
十
周
年
、
私
た
ち
奈
良
県

第
五
十
団
は
十
八
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
幼

小
中
高
生
と
成
人
が
一
緒
に
活
動
す
る
中
で

「
世
界
市
民
と
な
り
他
の
人
の
役
立
つ
」
学
び

を
続
け
て
い
ま
す
。 

  
 

你 

好 

 
 

歓
迎
光
臨
、
你
好
は
新
し
い
先
生
を
奈
良

女
子
大
学
よ
り
迎
え
、
い
ろ
い
ろ
な
現
代
中
国

語
や
中
国
の
最
新
事
情
が
中
国
の
ネ
イ
テ
ィ

ブ
か
ら
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
楽
し
い
中
国
語
講

座
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
！
謝
謝
。 

  

内
海
み
ど
り
先
生
の
発
声
指
導
で
、
深
み
の

あ
る
声
を
目
指
し
な
が
ら
、
力
強
い
歌
声
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
♪
歌
の
好
き
な
人
、
初
心
者

の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
毎
週
水
曜
日
、
九
時
五

十
分
か
ら
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
見
学
に

お
越
し
下
さ
い
。 

 

コ
ー
ル
朱
雀 

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
毎
週
金

曜
の
朝
、
三
十
人
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
指
揮

者
の
石
田
先
生
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
本
先
生
の
も

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
奈
良
県
合
唱
祭
・

公
民
館
ま
つ
り
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
標
に

励
ん
で
い
ま
す
。 

編
集
後
記 

平
城
東
公
民
館
祭
り
が
始
ま
り
ま
～
す
！ 

公
民
館
ま
つ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（自
活
協
Ｓ
・
Ｋ
） 

自主活動グループ紹介

作
品
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
！ 

公
民
館
の
受
付
窓
口
・

談
話
コ
ー
ナ
ー
い
こ
い

北
窓
・
階
段
に
作
品
展

示
場
所
が
で
き
ま
し

た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
！ 

Ａ
Ｅ
Ｄ

公
民
館
に 

 
 

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
！ 

七
月
二
十
二

日
に
公
民
館

事
務
所
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
公
民

館
の
職
員
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を

受

講

し
ま
し

た
。 

「
ひ
び
き
」ち
ょ
こ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

奈
na
涼
su
風
ka
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